
令和６年度 学校経営計画書 

 
「社会に貢献し、未来を切り拓く人間を育てる」を教育目標とし、「鍛えよう若き日を」のスローガンのもと、

次のスクール・ミッション、スクール・ポリシーを掲げる。 

 

１ スクール・ミッション 

中東遠地区の理数科を併置する伝統校として、主体性・協働性・創造性・自己有用感を醸成する先進的な

教育活動を通して、社会に貢献し未来を切り拓く人材の育成を目指す。 

 

２ スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

本校生徒に育成したい資質・能力として、次の４

点を定める。 

【主体性】 

・解決困難なことにも怯まず、失敗をしてもそれ

を生かして、挑戦しようとする 

・自分を律するとともに、周囲に流されることな

く自ら考え、考えたことを表現したり行動に移

したりできる 

・物事を自分ごととして真剣に受け止めること

ができる 

【協働性】 

・様々な考えの人と力を合わせ、集団のよりよい

方向を目指そうとする 

・人を大切に思う優しい心をもち、人の役に立と

うと自分の力を発揮する 

・人とのコミュニケーション（あいさつ等）を図

り、人から学ぶことで考えを深めようとする 

【創造性】 

・習得した知識や技能を活用して、課題を発見

し、その解決に向けて価値を創造しようとリー

ダーシップを発揮する 

・視野を広げ、自己革新を続けようとする 

・未来志向をもちながら、現在の凡事を徹底しよ

うとする 

【自己有用感】 

・自分には、自分の良さを認めてくれる人や場が

あると思う 

・自分は、自分の力を発揮して人や社会の役に立

つことができると思う 

・自分は、向上し続ける人間だと思う 

・授業を中心に据えた主

体的な学びと高い学力

を育成するための学び 

・ＩＣＴの積極的な活用 

とアクティブ・ラーニ 

ングの導入等により、 

４つの資質・能力を育 

成する授業を通した学 

び 

・高いこころざしを育む 

 ため、計画的・体系的 

に行われる進路指導に 

よる学び 

・「有徳の人」づくりを意

識した、思いやりと自主

自立の精神を育成する

ための学び 

・地域、大学等との連携 

のもと、４つの資質・ 

能力を育成する探究活 

動を通した学び 

・豊かな感性を養い、健 

やかな心身を鍛える学 

び 

・４つの資質・能力を育成

するためのカリキュラ

ムマネジメントの実施

による学び 

・安心・安全な学校生活の

ための保健指導、安全指

導による学び 

・日々の学習に向上心を 

持って真剣に取り組

む生徒 

・地域の課題を自分のこ 

ととして捉え、主体 

的、協働的に学ぼうと 

する意欲のある生徒 

・部活動や生徒会活動、 

 学校行事等に積極的 

に取り組み、仲間と協

力して、より良い学校

生活を送るために努

力することができる

生徒 

・自分の意見をしっかり 

持ち、表現するととも 

に、相手の気持ちを尊 

重し、コミュニケーシ 

ョンを図ることがで 

きる生徒 

・高いこころざしを持 

ち、将来、自分の力を 

発揮して社会に貢献 

しようとする生徒 

 

３ スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 授業を中心に据えた主体的な学びと高い学力の育成 

イ 高いこころざしを育む計画的・体系的な進路指導の推進 

ウ 「有徳の人」づくりを意識した、思いやりと自主自立の精神の育成 

エ 豊かな感性を養い、健やかな心身を鍛える 

オ ４つの資質・能力を育成するカリキュラムマネジメントの実施 

カ 安心安全な学校生活のための保健指導、安全指導の徹底 

 キ 学校の実践と成果を積極的に発信 

ク 教員の資質向上を図る研修の推進 

ケ 情報処理システム活用と情報管理 

コ 学習環境の整備と円滑な事務業務の執行 

サ 教職員のワークライフ・バランス 



４ 本年度の取組 
 （□囲みは各学年の重点項目、〇囲みは各教科の重点項目である） 

（ＣＴは、本校の総合的な探究の時間クリエイティブタイムの略である） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当 

ア  

授 業 を 中

心 に 据 え

た 主 体 的

な 学 び と

高 い 学 力

の育成 

 

 

 

① 教員、生徒とも「授業がしっかりわかる」、「授業で力を 

付ける」の意識のもと、大学進学に足る学力を育成する。 

② 「高校生のための学びの基礎診断」の測定ツール（ベネ

ッセ模試、GTEC）を用い、各学年の教科・科目ごとに結果

分析を行い、学力形成の現状把握・共有を図り、指導の検

証・改善を行う。 

③ 教科内及び教科間の連携を密にした上で、授業とのつな 

がりのある家庭学習課題を設定し、生徒が着実に実行する

よう指導する。 

４ 午後７時 20 分完全下校を奨励し、学習を中心とした生活

リズムを確立させる。 

⑤ ＩＣＴの活用とアクティブラーニング（以下「ＡＬ」と 

略記）の導入等により、主体性・協働性・創造性・自己有用 

感を育成する授業を実践する。 

⑥ 授業ごと、定期テストごと、学期当初・末、学年当初・

末において、目標設定と振り返りをする機会をつくり、生

徒の主体的な学びを促進する（学びのポートフォリオ）。 

⑦ 観点別評価の円滑な実施と検証に努める。 

Ａ 授業アンケート２回の実施

と「授業がよくわかる」生徒

50％以上。「授業で力がついた

実感がとてもある」生徒 40％

以上 

Ｂ 大学入学共通テストの全教

科・科目の校内平均点が全国平

均点の 1割増し以上になる 

Ｃ 測定ツールを通して把握し 

た分析結果・共有内容に基づき

指導改善に取り組んだ教員

75％以上 

Ｄ １・２年生は、平日午後９時

までに家庭学習を開始し、２時

間以上、休日４時間以上の学

習。 

部活動引退後の３年生は、平

日４時間以上、休日８時間以

上の学習 

Ｅ 部活動終了時間の遵守と帰 

 宅指導の徹底 

Ｆ 計画的に本格的ＡＬ型授業 

 を実施した教員 85％以上 

教務 

 

進路 

 

 

 

教務 

 

 

生徒 

 

研修 

 

 

教務 

 

 

教務 

イ 

高 い こ こ

ろ ざ し を

育 む 計 画

的・体系的

な 進 路 指

導の推進 

１ 自分の力を発揮して社会に貢献する進路目標を設定させ 

る。 

② 大学及び産業界と連携し、様々な学問・職業領域に触れ 

させ、知的好奇心を喚起する。併せて進路希望・家庭学習 

時間・生活実態の各調査を生徒の指導に有効活用する。 

③ 模擬試験を学習のペースメーカーとするとともに、徹底 

活用する（問題の分析、弱点の把握・克服、得点傾向など）。 

４ ＣＴを含む学校教育活動を通したキャリア教育（進路意

識育成）の方策について確立する。 

５ ２年生におけるＣＴのテーマに柔軟性を持たせ、進路と

関連付けた探究活動についての研究を行う。 

Ａ １年終了時の国立大学希望 

９割程度 

Ｂ ２年志望理由書の作成で９ 

割以上の生徒が進路目標を明

確化 

Ｃ 大学入学共通テスト５・６教 

科７科目型の受験割合 90％以

上 

Ｄ 教務、研修、進路課が連携し 

てＣＴ、ＬＨＲ等を改善し、進 

 路とＣＴ、ＬＨＲのつながりを 

持たせる。 

進路 

 

進路 

 

 

進路 

 

進路 

教務 

研修 

ウ 

「 有 徳 の

人」づくり

を 意 識 し

た、思いや

り と 自 主

自 立 の 精

神の育成 

１ ＣＴ、学校行事、部活動、生徒会活動等を通し、生徒の

主体的・協働的活動を促し、自己有用感を育成する。 

２ 教科、ＣＴ、特別活動において主権者意識を高める。 

３ 地域社会や大学との連携のもと、現実の課題の解決のた 

めに構築したモデルの検証を行う形のＲＰＤＣＡ型の探究 

学習を創出し、４つの資質・能力を育成する３年間のＣＴ 

プログラムの検証と改善を行う。 

４ 挨拶、身だしなみ、品位のある態度の育成のため生徒会・

生活委員の活動の充実を図る。 

５ 学校内、学校外でのスマホの使用を自律的にコントロー 

ルできるように生徒・保護者に対する働きかけを充実させ 

るとともに、情報モラルを育成する。 

６ 生徒が主体的に過ごし、落ち着いた気持ちで始業時刻を 

Ａ 部活動ボランティア活動参 

加率 100％ 

Ｂ 開催方法等を工夫し、充実し 

た文化祭を実施する 

Ｃ 探究発表会で 50％のグルー 

プが提案の検証結果まで報告 

する 

Ｄ 学校内外で生徒自ら挨拶が 

できるよう部活動やクラス等 

で促す 

Ｅ １年全生徒にスマホに関す 

る調査・分析・講座を実施する 

Ｆ 家庭学習の妨げになるよう 

研修 

生徒 

教務 

研修 

 

 

 

生徒 

 

生徒 

 

 

生徒 



迎えるよう、「射懸」の時間の定着を図る。 

７ 各種コンクール・コンテスト・研究発表等への参加を積

極的に勧め、主体性・創造性を育む。 

なスマホの使用をしていない  

と答える生徒 90％以上 

 

 

生徒 

研修 

エ 

豊 か な 感

性を養い、

健 や か な

心 身 を 鍛

える 

１ 部活動への積極的参加を促すとともに、地域社会との接 

点を持ち、社会貢献への意欲を育てる。 

２ 「冀北講演会」「芸術鑑賞会」を充実させる。 

３ 読書を通じて視野を広げ、深い教養と知識、豊かな感性 

が身に付くよう選書の機会を設け、読書活動の充実と環境 

整備を図る。 

４ あらゆる教育活動を通して、自他共に人を大切にする心

（人権意識）を育む。 

Ａ 地域の要請に応え、イベント

参加や地域団体との連携を行

う 

Ｂ 「冀北講演会」85％以上「芸

術鑑賞会」90％以上の生徒満足

度 

Ｃ 年間貸出冊数の平均を昨年

度よりも高める 

 Ⅾ ＳＨＲや学年集会等の機

会に人権意識を育む働きかけ

を行う 

生徒 

 

総務 

図書 

 

 

生徒 

 

オ 

４ つ の 資

質・能力を

育 成 す る

カ リ キ ュ

ラ ム マ ネ

ジ メ ン ト

の実施 

１ カリキュラムマネジメントによる統一的で計画的な学校

教育活動を実現し、サイエンス・ハイスクールとしての本

校の教育活動の一層の充実を図る。 

② 分掌・学年・教科及び主な学校行事における４つの資質・

能力育成計画を作成し、生徒・保護者と共有する。 

③ 生徒の良さに着目した全職員による生徒への声掛けを行 

い、自己有用感を醸成する。 

４ ４つの資質・能力育成の実現状況を評価するアンケート

調査を継続し、さらなる改善につなげる。 

Ａ 職員研修会５回（情報セキュ

リティ、ＢＹＯＤ、探究、カリ

マネ、防災） 

Ｂ 年間２回の生徒、教師対象ア

ンケートを実施し、資質・能力

育成の検証を行う体制を確立

する 

研修 

 

 

教務 

 

生徒 

 

管理職 

 

カ 

安 心 安 全

な 学 校 生

活 の た め

の 保 健 指

導、安全指

導の徹底 

１ 「保健だより」の定期的発行や薬学講座・健康講座を通 

して健康安全意識を高める。 

２ 各種健康診断の事後措置を迅速に行うとともに、精神面 

でのケアが必要な生徒、アレルギー等により注意を要する 

生徒に対して個別にきめ細かな指導を行う。 

３ ごみの持ち帰りの徹底と清掃活動や安全指導により校内 

の美化を推進する。 

４ 悩みや問題を抱えている生徒を早期に発見し支援してい 

くため、アンケートを実施したり１年生全員に面談をした 

り、関係職員と連携してスクールカウンセラーの効果的活 

用を図る。 

５ マニュアルに対応した効果的な校内防災訓練を実施する 

とともに、地域防災訓練・防災活動への参加率を高める。 

６ スマホ・ネットの適切な使用方法と交通安全に関する意 

識を高め、安心・安全な教育環境を整える。 

Ａ 「薬学講座」「健康教育講座」

において、しっかり理解した生

徒 90％以上 

Ｂ 職員間で情報を共有し、問題 

の早期発見と早期対応をする。 

Ｃ 地域防災訓練への１・２年生

参加率 60％以上 

Ｄ 生徒による交通安全の呼び

かけを学期に１回以上行う 

Ｅ 家庭学習の妨げになるよう

なスマホの使用をしていない

と答える生徒 90％以上（再掲） 

  

保健 

 

保健 

 

 

保健 

 

教育 

相談 

 

 

総務 

 

生徒 

 

キ 

学 校 の 実

践 と 成 果

を 積 極 的

に発信 

１ 学校ＨＰやＳＮＳの効果的活用、学校説明会、掛西公式 

ＮＯＴＥ、オープンスクール、中学校訪問等により、本校

の教育方針や活動実績等の広報を充実する。 

２ 「掛西ラボ」を効果的に開催し、本校に魅力を感じる体 

験を小・中学生に提供する。 

３ サイエンス・ハイスクールとしての活動（理数科行事等）

の積極的発信を推進する。          

Ａ 部署ごとに定めたＨＰ担当

を中心に更新し、昨年度以上の

記事更新数を目指す 

Ｂ 高校入試志願倍率 1.1 倍以 

上 

Ｃ 掛西ラボ参加者 40 人以上 

管理職 

研修 

事務 

理数科 

 

理数科 

ク 

教 員 の 資

質 能 力 の

向 上 を 図

る 研 修 の

推進 

１ 県総合教育センター主催研修、校外研修、講習会等への 

積極的な参加と参加した研修等の情報を教員間で共有す 

る。 

② 校内授業公開と授業参観により、授業力の向上と改善に 

努める。 

３ 職員会議等で声掛けやミニ研修を行い、不祥事根絶を図 

Ａ 各教員の他教員授業参観年

間３回以上 

Ｂ 職員の不祥事や重大ミスを 

０にする 

研修 

 

 

研修 

 

管理職 



る。 

４ 教職員の心身の健康管理に向けた研修を行う。 

 

保健 

ケ 

情 報 処 理

シ ス テ ム

活 用 と 情

報管理 

１ ＩＣＴを活用した教育活動の一層の充実及び教職員の情 

報セキュリティ意識の向上を図る。 

２ iPad の授業での効果的活用について研究するとともに、 

使用ルール等の必要な検討を継続して行い、校内体制を整 

える。 

Ａ 個人情報漏洩等の情報事故  

 ０ 

Ｂ ＩＣＴ活用が「できる」「や 

やできる」と答える教員 80％

以上 

Ｃ 情報セキュリティ研修の実 

 施 

教務 

 

研修 

生徒 

 

コ 

学 習 環 境

の 整 備 と

円 滑 な 事

務 業 務 の

執行 

１ 校内施設・設備の安全を図り、適切な管理・保全に努め 

る。 

２ 校内の学習・生活環境の実態を正しく把握し、情報共有 

を図ることで効率的・効果的な予算執行を行う。 

Ａ 校内施設・設備の安全を図っ

ている教職員 90％以上 

Ｂ 効果的な予算請求をしてい 

る教職員 85％以上 

事務 

 

事務 

サ 

教 職 員 の

ワ ー ク ラ

イフ・バラ

ンス 

１ 会議資料のデータ化等、効率的に諸会議を実施する。 

２ 定時退勤日（月曜）は、学校全体で心がけて実施する。 

３ 部活動の指導時間について、心身の健康面を考え、部活 

動ガイドラインを守ることを徹底する。 

４ 時間外等在校時間の管理を行う。 

５ 部活動の再編について検討する。 

６ ＩＣＴを活用した効率的な業務を推進する。 

７ チーム学校による専門性を活かして役割分担を見直す。 

Ａ 教職員は、遅くとも平日 20 

時までには帰宅する 

Ｂ 時間外等在校時間が前年度 

同月と比べて減少する。 

Ｃ 公式大会等がない限り、週当 

たり平日１日以上、土・日 1 日 

以上の部活動休養日を遵守す 

る 

Ｄ 行政職員の専門性を活かし、 

学校教育活動に積極的に関わ 

るような新たな業務にチャレ 

ンジする 

管理職 

管理職 

生徒 

 

管理職 

生徒 

研修 

事務 

  


